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２月 依存症家族勉強会のお知らせ
藍里病院

２月１４日（土） AM１０時～家族勉強会B（意見交換会）/依存症研究所研修ホール
２月２８日（土） AM１０時～家族勉強会Ａ（講義）/依存症研究所研修ホール

家族勉強会Ａについて 参加ご希望の方は、当院アディクション委員まで連絡いただくか、アンケート用紙にその旨を書いて郵送してください。参加できるかどうか折り返し連絡します。
※動画配信について；家族勉強会Aに参加できない方のために勉強会を録画しています。これまでと同じ形で配信します。

家族勉強会Ｂについて 参加ご希望の方は当院アディクション委員までご一報ください。

依存症を超えてー満足システムを生きるー(９)

『奇妙な逆説は、私が私自身をあるがままに受け入れると、私は変われるというこ
とである』（カール・ロジャーズ）
カール・ロジャーズはアメリカの臨床心理学者で、来談者中心療法を創始しました。このコメントはこんな

意味だと考えています。私が自分自身を受け入れて、自分自身にやさしく（対立的、敵対的でなく）耳を傾
けることができるとき、自分自身になることができるとき、私はよりよく生きることができる。あるがままに受
け入れるとは、偽りの仮面を脱ぎ、自分そのものになろうとすること、こうあるべきに縛られることから自由
になること、他からの期待を満たそうとし続けることをやめること、他を喜ばせるために演技することをやめ
ること、自分が感じていることを大切にすること、結果ではなくプロセスそのもので生きようとすること等など、
ということになるのではないでしょうか。ここで語られていることは満足システムで生きることと同じです。前
回のお知らせの最後に書いた、「自己受容感」はこの世界のことです。

１月１１日に徳島ダルクフォーラムが開催されました。今回は『「死にたい」と「生きていたくない」はどうち
がうのか？』というテーマで、倉田めばさんの講演がありました。講演の後、座談会があり、そのなかでめ
ばさんが語ったことが鮮明に記憶されています。それはめばさんが瞑想の先生に言われた一言です。『あ
なたに価値はないんだよ。でも、すべてを与えられているんだよ。だから、今死んだっていい（最後部分は
はこれで合っているかどうか定かではありません）』。自分に価値を求めて、もっと高い価値を求めて、苦し
んできた。価値などないのだ。価値がないことは絶対的な価値があることだ。それは「すべてを与えられた
存在だ」ということからわかります。ここには相対的な価値観はありません。肯定も否定もない。優劣もない。
あるのは与えられているすべて。この世界観は上に述べた、カール・ロジャーズの世界と同じだと思いまし
た。
３月１５日に高松市で香川ダルクフォーラムが開催されます。興味のある方がぜひご参加ください。


